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　印西市立図書館全館は、2月2日蚊～
6日牙に蔵書点検を行うため休館しま
す。「蔵書点検」は、年に一度、図書・
雑誌・CD・DVDなど、現在約56万点
ある図書館のすべての資料を1点ずつ
点検する作業です。
　この期間に、みなさんに確実に資料

を提供するため、資料が所
定の棚にあるか、紛失して

いないかを確認し、書棚の整理なども
行います。
　蔵書点検期間中は、市立図書館全館
を休館するため、利用者のみなさんに
は大変ご不便をおかけしますが、ご理
解ご協力をお願いします。
■問 大森図書館（緯碓42��8686）。
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去
る
平
成
　
年
　
月
　
日
に
、
第

25

11

26

8
回
印
西
小
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が

松
山
下
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
校
の
気
合
い
が
入
っ
た
の
ぼ
り

旗
と
、
保
護
者
や
応
援
児
童
の
熱
い

声
援
に
包
ま
れ
て
女
子
　
チ
ー
ム
、

34

男
子
　
チ
ー
ム
、
男
女
の
オ
ー
プ
ン

35

レ
ー
ス
を
含
め
て
総
勢
4
1
9
人
の

児
童
が
力
走
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
順
天
堂
大
学
陸
上
競
技

部
男
子
長
距
離
選
手
二
人
が
伴
走
係

と
し
て
参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
女
子
が
高
花
小
の
四
連
覇
、

男
子
が
原
小
の
初
優
勝
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

【
総
合
】

〈
女
子
〉

①
高
花
小
A
②
内
野
小
A
③
滝
野
小

A
④
小
倉
台
小
A
⑤
木
下
小
A
⑥
西

の
原
小
A
⑦
木
刈
小
A
⑧
滝
野
小
B

〈
男
子
〉

①
原
小
A
②
い
に
は
野
小
A
③
小
林

北
小
A
④
小
倉
台
小
A
⑤
六
合
小
A

⑥
木
刈
小
A
⑦
内
野
小
A
⑧
高
花
小

A【区
間
賞
】

〈
女
子
〉

▼
1
区
…
柴
田
愛
菜
（
内
野
小
A
）

第
8
回

印
西
小
学
校
駅
伝
競
走
大

　
第
8
回
　
印
西
小
学
校
駅
伝
競
走
大
会会

絆
を
ひ
と
つ
に
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
外

　
各
校
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
寒
さ
に
負
け
な
い
力
走

▼

歓
声
の
中
、
ス
タ
ー
ト
の
号

砲
で
一
斉
に
走
り
出
す
各
校
ラ

ン
ナ
ー
た
ち

▼タスキをつなぐランナーたち。女子は前夜の雨
の影響で霧の中のレースになりました▼選手宣誓する児童たち

振
り
込
め
詐
欺
・
悪
質
商
法
被
害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ

 振
り
込
め
詐
欺
・
悪
質
商
法
被
害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
いい

　
千
葉
県
警
察
で
は
、
平
成
　
年
か

24

ら
雇
用
創
出
基
金
を
活
用
し
た
民
間

企
業
に
よ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
・
悪

質
商
法
被
害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　「
㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ソ
ル
コ
」

の
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
よ
り
、
み
な

さ
ん
に
対
し
振
り
込
め
詐
欺
・
悪
質

商
法
に
関
す
る
手
口
、
被
害
に
遭
わ

な
い
た
め
の
注
意
・
呼
び
掛
け
な
ど

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
振
り
込
め
詐
欺
・
悪
質
商
法
被

害
防
止
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

■時 
平
日
・
午
前
9
時
～
午
後
6
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

■対 
N
T
T
電
話
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
人
、
集
中
的
に
振
り
込
め
詐
欺
の

電
話
が
多
発
し
て
い
る
特
定
の
学
校

の
卒
業
生
名
簿
な
ど
を
も
と
に
電
話

し
ま
す
。

怯
怪
し
い
電
話
に
は
ご
注
意
を

▼
家
族
構
成
な
ど
の
個
人
情
報
に
関

わ
る
情
報
を
尋
ね
る
▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
な
ど
の
カ
ー
ド
番
号
や
暗
証

番
号
を
尋
ね
る
▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
な
ど
を
警
察
官
や
銀
行
職
員
な
ど

に
預
け
る
よ
う
指
示
す
る
▼
警
察
や

銀
行
職
員
な
ど
か
ら
折
り
返
し
連
絡

が
あ
る
と
教
示
す
る
▼
警
察
の
捜
査

に
協
力
を
求
め
る
よ
う
に
依
頼
す
る

▼
業
務
時
間
外
に
電
話
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
名
乗
っ
た
詐
欺
の
疑
い
が

あ
る
の
で
速
や
か
に
、
1
1
0
番
、

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は
下
記
担
当

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
千
葉
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生

活
安
全
総
務
課
犯
罪
抑
止
推
進
室

（
緯
0
4
3
―
2
0
1
―
0
1
1
0
・

内
線
3
0
3
5
）、
市
民
安
全
課
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
班（
緯
内
線
7
1
3
）。

　電池を処分するときはルールを守って出し
ましょう。電池に含まれる有用な資源を活用
することができます。
【出し方】
胸使いきりの乾電池など…使用済みのマ
ンガン乾電池、アルカリ乾電池、リチウムコイ
ン電池（型式記号CRおよびBR）を処分すると
きは、指定袋の外袋（包装袋）または透明な袋
に入れて、月２回の「有害ごみ」の収集日に出
してください。なお、「燃やさないごみ用」の指
定袋を利用する場合は、「有害」と大きく記載
してください。
　また、市役所、各支所・出張所・公民館、文化
ホールに設置してある乾電池ボックスへ入れ
ることもできます。
※ボタン電池、小型充電式電池は絶対に入れ
ないでください。

胸ボタン電池…電器店などに設置してある
ボタン電池回収ボックスに入れてください。
ボタン電池には、一部、銀などの貴重な資源が
含まれています。リサイクルにご協力くださ
い。なお、リチウムコイン電池（型式記号CRお
よびBR）は、ボタン電池とは異なるので、電器
店などの回収ボックスルには入れないでくだ
さい。
※詳しくは（一社）電池工業会ホームページを
参照。
胸小型充電式電池…ニカド電池、ニッケル
水素電池、リチウムイオン電池などの小型充
電式電池は、法律で回収・リサイクルが義務づ
けられています。小型充電式電池には、リサイ
クルマークが付けられているので、このマー
クのついた電池を処分するときは、回収協力
店などに設置してある「小型充電式電池リサ
イクルボックス」に入れてください。 
※詳しくは、JBRCホームページを参照。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線
３８２）。

新ごみの分別大事典シリーズ⑩

　「乾電池」の出し方

「蔵書点検」のため図書館を休館します
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 年
末
年
始
特
別
警
戒
出
動
式
ででででででででででででででででででででで
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市
民
に
呼
び
掛
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

▼

寒
空
の
も
と
街
中
で
注
意
を
呼
び
掛

け
ま
し
た

0
1
1
0
）、
市
民
安
全
課
市
民
安

全
班
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班
（
緯
内

線
7
1
2
・
7
1
3
）。

　
去
る
平
成
　
年
　
月
　
日
に
印
西

25

12

10

警
察
署
主
催
に
よ
る
、
防
犯
・
交
通

安
全
の
啓
発
を
兼
ね
た
年
末
年
始
特

別
警
戒
出
動
式
が
イ
オ
ン
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
印
西
市
・
白
井
市
・
栄

町
の
防
犯
組
合
、
交
通
指
導
員
や
少

年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

が
集
ま
り
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
駅
北
口
ま
で
、
パ
ト
カ
ー
・
徒
歩

に
よ
る
出
動
式
を
行
い
ま
し
た
。
出

動
式
後
は
イ
オ
ン（
コ
ス
モ
ス
広
場
）

に
お
い
て
、
防
犯
・
交
通
安
全
の
啓

発
物
資
配
布
を
行
い
、
犯
罪
被
害
防

止
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

■問 
印
西
警
察
署
生
活
安
全
課
（
緯
碓42 



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話
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例
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り
付
け
）
を
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
。

※
持
参
の
場
合
は
平
日
・
午
前
8
時

　
分
～
午
後
5
時
　
分
。

30

15

※
募
集
案
内
は
、
左
記
お
よ
び
各
支

所
・
出
張
所
の
窓
口
で
配
布
（
休
日
・

休
館
日
を
除
く
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
4
3
4
）。

行
政
依
頼
配
付
物
（
非
常
勤
職
員
）

　
公
用
車
を
使
用
し
て
、
行
政
依
頼

配
付
物
（
回
覧
物
な
ど
）
を
各
町
内

会
な
ど
へ
配
達
す
る
非
常
勤
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

胸
勤
務
時
間
…
毎
月
第
2
、
第
4
水

曜
日
・
午
前
9
時
～
午
後
3
時
ご
ろ
。

※
配
付
物
の
状
況
に
よ
り
、
配
達
の

有
無
、
終
了
時
間
が
前
後
す
る
場
合

あ
り
。

■対 
普
通
免
許
を
有
し
、
お
お
む
ね
　65

歳
以
下
の
健
康
な
人（
配
付
物
の
量

に
よ
り
、力
仕
事
を
伴
う
場
合
あ

り
）。

胸
時
給
…
8
2
0
円
～
。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■定 
　
人
。

12
■申 
1
月
　
日
画
（
消
印
有
効
）
ま
で

31

に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
り
付
け
）
を

左
記
ま
で
郵
送
も
し
く
は
持
参
。

※
書
類
選
考
後
、
簡
単
な
面
接
を
行

う
場
合
あ
り
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市

大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
4

3
、
3
4
5
）。

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（
非
常
勤
職
員
）

　
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す

る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
勤
務
時
間
…
【
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
】
週
2
～
3
日
・【
保
健
師
】

週
1
～
2
日
。

※
い
ず
れ
も
、
勤
務
時
間
は
一
日
6

～
7
時
間
。

胸
勤
務
場
所
…
子
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
（
高
花
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）。

■内 
療
育
に
関
す
る
こ
と
。

■対 
健
康
で
明
る
く
子
ど
も
が
大
好
き

な
年
齢
　
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
。

65

■定 
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
6
人
、

保
健
師
1
人
。

胸
時
給
…
【
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】

1
街
0
2
0
円
・【
保
健
師
】
1
街
1

8
0
円
。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■定 
1
月
　
日
画
ま
で
に
履
歴
書
（
自

31

筆
で
写
真
貼
り
付
け
）、
資
格
証
明

書
の
写
し
を
左
記
ま
で
提
出
。

■問 
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
（
緯
○40 
6

5
5
1
）。

　古
文
書
整
理
員
募
集

　
　
　
　
　
　（
非
常
勤
職
員
）

　
教
育
委
員
会
資
料
整
理
作
業
所
に

勤
務
す
る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

胸
勤
務
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　27

年
3
月
　
日
。

31

胸
勤
務
時
間
…
午
前
9
時
～
午
後
4

時
（
6
時
間
勤
務
・
週
3
日
）。

胸
勤
務
場
所
…
資
料
整
理
作
業
所

（
大
森
）。

■内 
古
文
書
な
ど
の
資
料
整
理
（
力
仕

事
を
伴
う
）。

■対 
心
身
と
も
に
健
康
で
、
基
本
的
な

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
、
古
文
書
な

ど
の
資
料
整
理
に
関
し
て
実
務
経
験

を
有
す
る
人
。

■定 
2
人
。

幼
稚
園
・
小
・
中
学
校

　
　
　
　
　
　（
非
常
勤
職
員
）

臼
少
人
数
学
習
指
導
員
…
テ
ィ

ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
複
数
の
教
師

が
協
力
し
て
指
導
）
や
少
人
数
指
導

に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
に
当
た
り

ま
す
。

渦
通
常
学
級
指
導
員
…
通
常
学

級
で
担
任
と
協
力
し
個
別
指
導
に
当

た
り
ま
す
。

【
①
②
共
通
】

■対 
教
員
免
許
を
有
す
る
人
。

胸
時
給
…
1
街
2
1
0
円
。

嘘
特
別
支
援
学
級
介
助
員
…
特

別
支
援
学
級
で
担
任
と
協
力
し
個
別

の
支
援
に
当
た
り
ま
す
。

胸
時
給
…
1
街
2
1
0
円
。

唄
幼
稚
園
補
助
教
諭
…
担
任
と
協

力
し
園
児
の
支
援
に
当
た
り
ま
す
。

■対 
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人
。

胸
時
給
…
1
街
0
2
0
円
。

欝
日
本
語
指
導
員
…
帰
国
子
女
な

ど
、
日
本
語
が
不
得
意
な
児
童
・
生

徒
の
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

■対 
外
国
語
が
話
せ
る
人
。

胸
時
給
…
9
1
0
円
～
。

蔚
学
校
図
書
館
司
書
…
学
校
図
書

館
の
整
備
や
児
童
生
徒
の
読
書
活
動

推
進
に
関
す
る
業
務
に
当
た
り
ま
す
。

■対 
司
書
資
格
ま
た
は
司
書
教
諭
の
資

格
を
有
す
る
人
。

胸
時
給
…
8
3
0
円
～
。

■他 
臼
～
蔚
い
ず
れ
も
登
録
制
。

■申 
随
時
募
集
。
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
学
務
課
学
務
班
（
緯
内
線
5
2

2
）。

胸
賃
金
…
時
給
8
3
0
円
。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■申 
2
月
6
日
牙
ま
で
に
履
歴
書
（
自

筆
で
写
真
貼
り
付
け
）
を
左
記
ま
で

持
参
（
郵
送
不
可
）。

胸
選
考
方
法
は
書
類
審
査
お
よ
び
面

接
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
4
）。

大
歓
迎
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
料
理
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
8
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

2
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

◆
講
師
…
佐
藤
誠
氏
。

■対 
成
人
男
性
。

■定 
　
人
。

12
■費 
6
0
0
円
（
材
料
費
・
当
日
徴
収
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん
、

筆
記
用
具
持
参
。

■申 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

18

話
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
（
先
着

順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
○45 
3
8
0

0
）。

■内 
臼
講
義
…
映
写
原
理
な
ど
、
渦
実

技
…
機
材
の
使
用
方
法
。

■定 
　
人
。

10
■費 
無
料
。

※
午
後
の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

※
　
ミ
リ
映
写
機
講
習
修
了
証
（
　

16

16

ミ
リ
映
写
機
操
作
に
は
必
須
）
の
交

付
を
希
望
す
る
人
は
講
義
・
実
技
両

方
の
受
講
が
必
要
で
す
。

■申 
1
月
　
日
臥
ま
で
に
電
話
ま
た
は

25

直
接
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

民
館
内
・
緯
○42 
2
9
1
1
）。

「
男
の
料
理
教
室
」
お
手
軽
料
理

―
初
心
者
で
も
安
心
レ
シ
ピ
―

　
料
理
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
も

任
期
付
職
員
（
看
護
師
・
保
健

師
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
）

の
登
録
選
考

　
4
月
か
ら
保
育
園
・
幼
稚
園
で
働

く
任
期
付
職
員
を
募
集
（
登
録
選

考
）
し
ま
す
。
合
格
者
は
任
期
付
職

員
登
録
者
名
簿
に
登
録
し
、
必
要
に

応
じ
任
期
付
職
員
と
し
て
採
用
し
ま

す
。

胸
登
録
期
間
…
平
成
　
年
4
月
1
日

26

～
平
成
　
年
3
月
　
日
。

27

31

※
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
も
、
採
用
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

胸
職
種
…
看
護
師
、
保
健
師
、
保
育

士
、
幼
稚
園
教
諭
。

胸
業
務
内
容
…
保
育
業
務
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
ま
た
は

市
立
幼
稚
園
。

胸
勤
務
時
間
…
月
～
土
曜
日
の
う
ち
、

週
5
日
（
一
日
6
時
間
）。

胸
給
与
…【
保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
】

1
2
2
街
8
6
4
円
～
1
3
5
街
9

4
8
円
・【
看
護
師
、保
健
師
】1
5
3

街
5
2
2
円
～
1
5
7
街
8
5
8
円
。

■定 
【
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
】
7
人

程
度
、【
看
護
師
、
保
健
師
】
若
干
名
。

■対 
応
募
職
種
の
資
格
を
有
し
、
原
則

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し
て

い
る
人
。

※
地
方
公
務
員
法
第
　
条
に
定
め
る

16

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

■申 
1
月
　
日
画（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

31

印
西
市
任
期
付
職
員
採
用
選
考
申
込

書
（
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼

募
集

パート英

講
座
・
催
し

本
格
手
作
り
味
 噌
    

体
験

み

そ

　
初
め
て
味
噌
を
作
る
人
を
対
象
に
、

手
作
り
味
噌
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

手
作
り
味
噌
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作

ら
れ
る
の
か
、
そ
の
工
程
を
実
際
に

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
我
～
　
日
画
・
午
前
9

12

14

時
　
分
～
午
後
1
時
。

30
■場 
「
手
く
ら
」
直
売
所
（
ふ
れ
あ
い

バ
ス「
浦
幡
新
田
」下
車
す
ぐ
）集
合
。

■内 
熟
練
農
家
の
人
か
ら
、
お
い
し
い

味
噌
の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■対 
成
人
（
3
日
と
も
参
加
可
能
で
現

地
集
合
で
き
る
人
）。

■定 
　
人
。

15
■費 
2
街
0
0
0
円
（
持
ち
帰
り
の
味

噌
2
・
5
茜
、
容
器
、
豚
汁
代
な
ど
）。

■申 
1
月
　
日
画
～
　
日
画
・
午
前
9

17

24

時
か
ら
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
○42 
2
9
1
1
）。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

16　「
町
内
会
や
子
ど
も
会
で
　
ミ
リ

16

映
画
会
を
開
催
し
た
い
」「
機
械
の

操
作
は
苦
手
…
」
と
い
う
人
は
、
こ

の
機
会
に
機
材
の
使
い
方
な
ど
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
臼
2
月
8
日
臥
・
午
前
　
時
～
正

10

午
、
渦
午
後
1
時
～
3
時
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

　印西BANDSTOCKは、千葉ニュータウン
地域の音楽仲間でつくる市民のサークルで、
年に数回、手作りのライブを開催しています。
　今回、地元アマチュアロックバンド7組に
よるロックLIVEを開催します。興味のある
人は、ぜひ足をお運びください。
■時 【前夜祭】1月25日臥・午後6時～8時、
【本番】1月26日蚊・午後1時～4時。
■場 中央駅前地域交流館1号館視聴覚室（中央
南）。
胸出演…【前夜祭】WILDFANG、BURNISH、
【本番】さえもんのすけバンド、平木バイオハ
ザード、Captude、電気保健室、DEARIST。
■費 無料。
■問 中央駅前地域交流館（緯○46 5111）。

印西ロックフェスティバ印西ロックフェスティバルル20142014

印西BANDSTOC印西BANDSTOCKK

碓伺 こんな時は故障のおそれがあり危険です
毅脱水途中にフタを開けても、15秒以内に洗
　濯・脱水が止まらない。
毅フタロックが解除されても（脱水終了音が止
　まっても）、洗濯・脱水が止まらない。
　こんな場合は、速やかに購入店か下記へご連
絡ください。
■問 一般社団法人日本電機工業会（緯03―3556―
5887・■HP http://www.jema-net.or.jp/）。

洗濯機の事故に
注意鎧

止まる前に取り出そうと
すると、洗濯物が指にから
まり、大けがをします。時
には、指を切断する大事故
にもつながります。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

葉
県
で
は
注
意
喚
起
を
左
記
の
と
お

り
見
直
し
、
運
用
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臼
 注
意
喚
起
の
地
域
区
分
を
設
定

　
従
来
は
、
県
内
全
域
を
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
見
直
し
後
は
「
県

北
部
・
中
央
」
お
よ
び
「
九
十
九

里
・
南
房
総
」
の
二
地
域
に
区
分
し

て
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

※
印
西
市
は
県
北
部
・
中
央
に
該
当

し
ま
す
。

渦
注
意
喚
起
の
判
断
お
よ
び
時
刻

　
従
来
は
、
午
前
9
時
ご
ろ
に
一
回

だ
け
実
施
し
て
い
た
注
意
喚
起
を
二

回
に
変
更
し
、
状
況
に
よ
り
午
後
1

時
ご
ろ
に
も
行
い
ま
す
。

嘘
「
濃
度
改
善
」
の
お
知
ら
せ

　
注
意
喚
起
を
実
施
し
た
地
域
内
の

全
て
の
一
般
大
気
測
定
局
に
お
い
て
、

P
M
2
・
5
の
濃
度
が
2
時
間
連
続

し
て
　
μ
ｇ
／
逢
（
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

50

ム
／
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
下
回
っ
た

場
合
に
、「
濃
度
改
善
」
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
濃
度
改
善
の
お
知
ら
せ
が
な
い
場

合
、
注
意
喚
起
の
お
知
ら
せ
は
当
日

に
限
っ
て
の
適
用
と
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
ま
た
は
左
記
ま
で
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
2
）。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会

　
み
な
さ
ん
が
出
し
て
い
る
家
庭
ご

み
、
資
源
物
が
ど
の
よ
う
に
選
別
さ

れ
、
処
理
、
再
生
さ
れ
て
い
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
見
学
会
は
、
ご
み
の
分
別
と
、

減
量
化
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
ご

み
処
理
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な

ど
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
生

す
る
ご
み
焼
却
熱
を
地
域
冷
暖
房
に

利
用
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ご
み
問
題
や
環
境
に

■場 
京
成
電
鉄
大
神
宮
下
駅
前
に
集
合
。

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
前
（
京

成
船
橋
駅
そ
ば
）
に
て
解
散
。　

【
共
通
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
（
パ
ー
ト
Ⅰ
の
み
）、

防
寒
着
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
持
参
。

※
雨
天
中
止
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
○47 
1
4
5
5
）。

明
る
い
選
挙
書
き
初
め
展

　
市
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん

に
、
選
挙
に
対
し
親
し
み
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
る

「
明
る
い
選
挙
書
き
初
め
」
の
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
我
～
2
月
4
日
峨
。

22

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。　

■問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
緯
内

線
4
4
1
）。

（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
藤
澤
進
氏
（
N
P
O
法
人

男
の
パ
ン
工
房
こ
だ
わ
り
ブ
ー
ラ
ン

ジ
ェ
代
表
）。

■対 
市
内
在
住
の
夫
婦
　
組
（
男
女

12

パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
参
加
も
可
）。

■費 
一
人
5
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

2
枚
持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim

in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

冬
の
散
策
会

　
　「
自
然
と
歴
史
を
求
め
て
」

【
パ
ー
ト
英
】

　
利
根
運
河
で
冬
鳥
観
察
と
酒
造
見

学
（
流
山
市
）・
約
6
娃
。

■時 
2
月
7
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

30

午
後
3
時
　
分
。

30

■場 
東
武
野
田
線
運
河
駅
に
集
合
。
同

駅
に
て
解
散
。

【
パ
ー
ト
衛
】

　
海
老
川
の
自
然
と
江
戸
期
か
ら
続

く
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、太
宰
治

の
居
住
地
跡
訪
問
・
約
2
・
5
娃
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

16

30

　
時
　
分
。

12

30

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
目
指
し
、

日
本
と
異
な
る
文
化
や
習
慣
な
ど
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■時 
2
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
　
時

19

10

11

　
分
。

30■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

噛
講
師
…
 全
  英
愛
 氏
（
韓
国
出
身
）。

じ
ょ
ん
 よ
ん
え

■内 
市
内
在
住
の
外
国
人
が
、
日
本
語

で
、
出
身
地
の
紹
介
を
し
ま
す
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

男
女
共
同
参
画
事
業

夫
婦
で
楽
し
む
パ
ン
作
り
教
室

　
2
人
で
パ
ン
作
り
に
挑
戦
し
て
、

家
庭
で
の
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

15

10

2
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（３）平成２６年（２０１４）１月１５日号

つ
い
て
学
習
し
、
ご
み
減
量
化
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
案
内
役
は
、
市
民
活
動
団
体
｢
温

暖
化
防
止
印
西
｣
が
務
め
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
～
午
後

18

4
時
（
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
集

合
）。

■内 
▼
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
一

般
廃
棄
物
の
焼
却
な
ど
／
大
塚
）
▼

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
焼
却
場
の

余
熱
を
利
用
し
た
地
域
冷
暖
房
／
大

塚
）
▼
㈱
印
旛
共
進
（
ビ
ン
・
カ
ン

な
ど
の
中
間
処
理
／
小
林
）
▼
㈱
佐

久
間
・
印
西
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
古
紙
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

中
間
処
理
／
松
崎
台
）
▼
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
（
焼
却
灰
な
ど
の
埋

立
処
分
／
岩
戸
）。

■対 
市
民
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■他 
弁
当
、
筆
記
用
具
持
参
。
写
真
撮

影
可
。
参
加
者
に
は
、
い
ん
ザ
イ
君

の
エ
コ
バ
ッ
ク
を
贈
呈
。

■申 
2
月
　
日
俄
（
土
・
日
曜
日
、
祝

10

日
は
除
く
）
ま
で
に
、
電
話
か
メ
ー

ル
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

環
境

P
M
2
・
5（
微
小
粒
子
状
物
質
）

高
濃
度
時
の
注
意
喚
起
の
基
準

が
変
更

　
国
の
専
門
家
会
合
に
お
い
て
、
P

M
2
・
5
の
注
意
喚
起
の
判
断
基
準

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
千

場
2
時
　
分
～
）。

30

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
ま
で
）
1
街
5
0
0
円
（
全

席
指
定
）。

※
当
日
券
は
プ
ラ
ス
5
0
0
円
。

※
障
害
者
割
引
は
各
料
金
か
ら
5
0

0
円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
お
子
様
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
お

よ
び
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p

lu
s.
jp
/

）
で
発
売
中
。

※
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
、
電
話
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
豪
華
キ
ャ
ス
ト
を
迎
え
て
の
現
代

狂
言
第
8
弾
。
印
西
市
で
は
3
回
目

の
公
演
と
な
り
ま
す
。

　
出
演
者
は
南
原
清
隆
、
野
村
万
蔵
、

佐
藤
弘
道
、
遠
野
な
ぎ
こ
、
川
村
ゆ

き
え
 ほ
か
。

■時 
2
月
2
日
蚊
・
午
後
3
時
～
（
開

文化ホール
中央駅前地域交流館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切

れ
の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、

文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

2/2
（日）

現
代
狂
言
駅
　

   狂
言
と
コ
ン
ト
が
結
婚
し
た
ら
…

　印西クリーンセンターでは、粗大ごみ・燃や
さないごみ処理施設の定期修繕を2月8日臥～
16日蚊に実施します。
　これに伴い、修繕期間中は次の業務をお休み
させていただきます。
【粗大ごみの収集・直接搬入】
　修繕期間中の粗大ごみの収集およびクリー
ンセンターへの直接搬入はお休みさせていた
だきます。
※粗大ごみの受付業務は修繕期間中も行って
います。
■申 粗大ごみ収集事務所（緯碓80 8686）。
【燃やさないごみ・有害ごみの直接搬入】
　修繕期間中の燃やさないごみおよび有害ご
みのクリーンセンターへの直接搬入をお休み
させていただきます。
※燃やすごみ、燃やさないごみおよび有害ごみ
の集積所の収集は、通常どおり行います。
　みなさんのご理解とご協力をお願いします。
※詳しくはホームページまたは下記まで。
■問 印西地区環境整備事業組合（緯碓46 2734）、ク
リーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

　手作りを楽しみながら、交流の輪を広げま
しょう。華やかなお祝い鶴のなかに、和紙の
お雛様を飾ります。
■時 2月13日牙・午前10時～正午。
■場 市民活動支援センター（中央駅前地域交流
館2号館内・中央南）。
■対 大人。
■定 16人。
■費 300円（材料費）。
■他 木工用ボンド持参。
■申 電話またはメールで下記まで（先着順）。
■問 市民活動支援センター（緯碓48 4500・■メール i．
shiencenter@minos．ocn．ne．jp）。

市民活動支援センター市民講座　
だんごくらぶ④

粗大ごみの収集・直接搬入
燃やさないごみ・有害ごみの直接搬入

2月8日臥～16日蚊
お休みします

「鶴の中の「鶴の中のおお雛 雛 様づくり」様づくり」
ひな

▲毎年力作がズラリとならびます（写
真は過去のもの）



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
精
神
保
健
福

祉
士
）。

■費 
無
料
。

■申 
不
要
（
当
日
会
場
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
）。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

介
護
予
防
講
演
会

「
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
介
護

予
防
へ
の
取
り
組
み
」

　
今
後
も
高
齢
化
に
よ
り
、
今
ま
で

の
社
会
保
障
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

影
響
が
出
て
き
ま
す
。
自
分
ら
し
い

生
活
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
知

識
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
～
3
時

22

　
分
。

30■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■内 
講
演
…
臼
「
高
齢
化
社
会
が
社
会

保
障
や
老
後
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
と

そ
の
背
景
」。

鞄
講
師
…
川
越
雅
弘
氏
（
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
企
画
部
第

一
室
長
）。

渦
当
市
の
介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

■費 
無
料
。

■申 
不
要
。

■問 
介
護
福
祉
課
生
き
が
い
支
援
班

（
緯
内
線
2
7
2
）。

平成２６年（２０１４）１月１５日号（4）

※
佐
倉
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可
。

※
印
旛
郡
市
内
在
勤
・
在
学
の
人
は
、

勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
も
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
布
施
邦
彦
（
〒
2
8
5
―
0
8
6

3
佐
倉
市
臼
井
6
8
4
―
1
―
1
2

0
4
・
緯
0
4
3
―
4
6
3
―
3
8

9
9
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.k
t.sa

k
u
ra.n

e
.jp
/~
m
am
a/b
ad
.

h
tm
l

）。

償
却
資
産
の
申
告
は

　
　
　
　
1
月
　
日
画
ま
で
に

31

　
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
の
申

告
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
（
個

人
・
法
人
）
は
、
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
資
産
税
課
家
屋
班
（
緯
内
線
3
3

2
）。

へ
の
協
力
依
頼
な
ど
の
行
政
依
頼
配

付
物
を
、
町
内
会
な
ど
を
通
じ
て
回

覧
・
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
政
依
頼
配
付
物
の
電
子

デ
ー
タ（
過
去
3
回
分
）を
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
回

覧
物
を
後
で
確
認
し
た
い
場
合
な
ど
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

胸
実
施
日
…
原
則
と
し
て
毎
月
第

2
・
4
水
曜
日
。

※
4
月
第
2
週
、
8
月
第
2
週
、　12

月
第
4
週
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

実
施
日
で
も
配
付
物
が
無
い
場
合
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

※
配
付
物
の
依
頼
元
が
印
西
市
以
外

（
国
・
県
な
ど
）
の
場
合
は
、
電
子

デ
ー
タ
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
3
、
3
4
5
）。

印
旛
郡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　（
個
人
戦
）

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

16

■場 
佐
倉
市
民
体
育
館
。

胸
競
技
種
目
…
男
女
別
臼
1
部
（
上

級
ク
ラ
ス
）・
渦
2
部
（
中
級
ク
ラ

ス
）・
嘘
　
歳
以
上
も
し
く
は
合
計

45

年
齢
　
歳
以
上
の
部
（
大
会
当
日
年

90

齢
）
の
ダ
ブ
ル
ス
戦
。
臼
は
オ
ー
プ

ン
参
加
可
。
渦
嘘
は
一
人
以
上
が
右

記
臼
に
該
当
す
る
人
。

■対 
臼
印
旛
郡
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
で
、
審
判
が
で
き

る
人
。
渦
オ
ー
プ
ン
参
加
の
場
合
は

高
校
生
以
上
。

■費 
印
旛
郡
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
は
一
人
1
街
0
0
0
円
。
オ
ー

プ
ン
参
加
は
一
人
1
街
5
0
0
円
。

■申 
2
月
6
日
牙
（
必
着
）
ま
で
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参

加
種
目
を
明
記
し
、
は
が
き
で
左
記

へ
（
先
着
順
）。

パート衛

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

怯
印
西
盆
栽
愛
好
会「
新
春
梅
盆

栽
展
」

　
ミ
ニ
盆
栽
教
室
も
開
催
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■時 
2
月
8
日
臥
、
9
日
蚊
・
午
前
9

時
　
分
～
午
後
4
時
。

30
■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■問 
山
田
（
■携 
0
9
0
―
2
4
4
5
―

0
3
2
9
）。

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
第
　
回
定
期
演
奏
会
」

16
■時 
2
月
9
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

場
1
時
　
分
～
）。

30

■場 
白
井
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
。

■費 
8
0
0
円
（
当
日
券
の
み
）。
小
・

中
学
生
は
無
料
。

■申 
1
月
　
日
臥
（
消
印
有
効
）
ま
で

25

往
復
は
が
き
に
表
題
を
「
定
演
チ

ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望
」
と
し
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
を
明
記
し
、
あ

て
先
（
〒
2
7
0
―
1
4
2
4
白
井

市
堀
込
2
―
2
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ

ン
管
理
事
務
所
気
付
）
へ
郵
送
。

■問 
石
川
（
緯
0
4
7
―
4
9
2
―
7

7
0
9
）。

怯
子
育
て
マ
マ
の
ヨ
ガ

■時 
1
月
　
日
画
・
午
前
　
時
　
分
～

31

10

15

　
時
　
分
。

11

30

■場 
白
井
市
桜
台
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
。

■対 
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
（
お
子
様

同
伴
の
場
合
は
生
後
6
カ
月
以
上
）。

■費 
初
回
体
験
1
街
0
0
0
円
。

■他 
動
き
や
す
い
服
装
で
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
（
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
可
）、
お

も
ち
ゃ
な
ど
持
参
。

■申 
1
月
　
日
峨
ま
で
に
メ
ー
ル
で
左

28

記
へ
。

※
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
も
募
集

中
。

■問 
リ
ア
ル
ヨ
ガ
・
土
井
（
■メール re

aly
o
g
a2
0
1
0
@
y
ah
o
o
.co
.jp

・
■ＨＰ 

h
ttp
://re

aly
o
g
a-ch

ib
a.ji

m
d
o
.co
m
/

）。

怯
亀
成
川
流
域
の
里
山
散
策
シ

リ
ー
ズ「
第
8
回
冬
鳥
を
探
そ
う
」

　
身
近
に
ひ
そ
む
小
鳥
た
ち
や
水
辺
、

原
っ
ぱ
の
鳥
た
ち
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

■時 
2
月
2
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

30

正
午
（
雨
天
中
止
）。

■場 
印
西
牧
の
原
駅
北
口
・
牧
の
原
公

園
多
目
的
広
場
北
側
駐
車
場
集
合
。

■定 
　
人
。

40
■費 
2
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
。
中
学

生
以
下
無
料
）。

■他 
飲
み
物
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
持
参
。

■申 
2
月
1
日
臥
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
メ
ー
ル
の
場
合
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
事
務
局
（
■携 

0
8
0
―
3
5
9
4
―
6
2
6
7
・

■メール k
am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.

co
.jp

）。

怯
千
葉
県
伝
統
芸
能
継
承
者
育

成
事
業
「
 箏
曲
 子
ど
も
教
室
」

そ
う
き
ょ
く

　
箏
、
十
七
弦
、
三
弦
な
ど
を
体
験
。

■時 
3
月
2
日
蚊
・
午
前
　
時
～

10

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）、
午
後
１
時
～

（
体
験
発
表
会
）。

■場 
白
井
市
文
化
館
中
ホ
ー
ル
。

■対 
県
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
の

男
女
（
初
心
者
歓
迎
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
2
月
　
日
臥
ま
で
に
氏
名
・
住

15

所
・
電
話
番
号
・
学
校
名
を
明
記
し
、

F
A
X
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
赤
木
（
胃
0
4
7
―
4
9
1
―
3

8
2
8
）、
石
井
（
胃
碓47 
3
8
2
8
）。

怯
借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
人
へ

■内 
借
金
の
問
題
は
き
ち
ん
と
し
た
手

続
き
を
と
れ
ば
解
決
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■問 
財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所
債
務
相

談
窓
口
（
緯
0
4
3
―
2
5
1
―
7

8
3
0
）。

ス
ポ
ー
ツ

福
祉

心
の
健
康
市
民
講
座

　
地
域
福
祉
の
身
近
な
問
題
で
あ
る

自
殺
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
心

の
健
康
維
持
と
自
殺
予
防
を
目
的
と

し
た
講
演
を
行
い
ま
す
。

■時 
2
月
7
日
画
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
市
役
所
3
階
大
会
議
室
。　

■内 
テ
ー
マ
「
も
し
あ
な
た
が
突
然
、

友
人
か
ら
自
殺
を
し
た
い
と
打
ち
明

け
ら
れ
た
ら
」。

鞄
講
師
…
尾
内
保
之
氏
（
成
田
地
域

健
康

ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
募
集

～
印
西
を
も
っ
と
健
康
な
ま
ち
に
～

　
自
分
の
健
康
に
役
立
て
、
家
族
や

地
域
の
健
康
も
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
せ
ん
か
（
詳
し
く
は
下
表
参
照
）。

■対 
市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
の
意
識

が
あ
る
人
。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
で
左
記

14

ま
で
。

■問 
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓97 
1
1

1
1
）。

税
金

行
政
依
頼
配
付
物

（
市
政
情
報
な
ど
の
町
内
会
回
覧
）

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
市
で
は
、
市
政
情
報
や
み
な
さ
ん

そ
の
ほ
か

　今年は、岩名運動公園陸上競技場が改修工事中
のため、佐倉市立内郷小学校グラウンドから滝野
小・中学校前を折り返す34.09娃のコースで、第
83回印旛郡市駅伝競走大会が開催されました。
　今大会では、印西市の各チームが下記のとおり
優秀な成績を納めました。
葛一般（Aチーム・Bチーム）の部…２位
葛中学校（Aチーム）の部2位…木刈中、３位…
印西中
葛中学校（Bチーム）の部優勝…印西中
※詳細については印西市体育協会ホームページ
（http://inzai-taikyo.jp）をご覧ください。

「第83回印旛郡市駅伝競走大会」
で印西市各チームが大健闘

胸ヘルスセミナー日程胸

内　容会　場日　時

地域でできる筋力運動「いんざい健康貯筋運動」を知っ
ていますか。
調整可能な重りをベルトで装着し、６種類の筋力運動を
行います。介護予防運動として市内４カ所で始まってい
ます。みなさんも一度体験してみませんか。

本埜保健センター
（笠神）

２月１７日俄・
午前10時～正午

認知症の人と家族を地域で見守るために知ってお
いて欲しい事（認知症サポーター養成講座）
・ボランティアグループ「若返り軍団」のみなさ
んによる認知症寸劇。
・認知症キャラバンメイトから認知症の人への接
し方などのアドバイス。

ふれあいセンター
いんば（美瀬）

２月24日俄・
午前10時～正午

野菜の持っている効力を最大限に引き出す方法
（家庭ですぐに実践できる野菜の活用術）。
講師…平野郷子氏（野菜ソムリエ）による講話。

本埜保健センター
（笠神）

3月3日俄・
午前10時～正午

※平成26年度から地区健康推進員として一緒に活動頂ける人の養成も兼ねています。

葛
選
手
の
み
な
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

景
で
、
6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
。
縦
4
・
5
唖
×
横
3
・
5
唖
）。

※
す
で
に
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
電
子
証
明
書
の
申
請
を
す

る
場
合
は
、
必
ず
住
基
カ
ー
ド
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

■費 
住
基
カ
ー
ド
5
0
0
円
、
電
子
証

明
書
5
0
0
円
。

　
な
お
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
官
公

署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の
証
明
書

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
【
住
基
カ
ー
ド
お
よ
び
電
子
証
明

書
の
取
得
】
市
民
課
住
民
記
録
班

（
緯
内
線
2
3
4
・
2
3
7
）、
印
旛

支
所
市
民
福
祉
課
市
民
班
（
緯
碓98 
1

1
1
6
）。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
に

ご
注
意
を

　
e-

T
a
x
を
利
用
す
る
た
め
の

電
子
証
明
書
に
は
有
効
期
間
が
あ
り

ま
す
。

　
有
効
期
間
は
、
証
明
書
の
発
行
日

か
ら
起
算
し
て
3
年
と
な
り
、
有
効

期
間
が
満
了
す
る
と
失
効
し
、
電
子

申
告
な
ど
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
平
成
　
年
に
電
子
証
明
書
を
取
得

23

　市では災害時などの情報伝達手段として、携帯電話やパソコンへのメール
配信サービス「印西市緊急情報発信システム」を実施しています。
　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができますが、あらか
じめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信料、
メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細については、市ホームページ（h�
ttp://www.city.inzai.lg.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

　防災行政無線から放送された内容を確認するためのテレホンサービス（フリー
アクセス）が無料で聞くことができます。放送内容が分からなかったときや、もう
一度聴きたいときは、

緯0800―800―0864
をご利用ください。操作方法の説明は、メッセージで確認できます。
※これまでの防災行政無線テレホンサービス（緯碓40 2900）を利用した場合、通話
料は利用者負担となります。

（５）平成２６年（２０１４）１月１５日号

よ
り
申
告
書
を
作
成
す
る
の
で
中
途

の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
開
始

時
間
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
自
書
申
告
説
明
会
で
は
、
個
別
で

の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
申
告
書

が
完
成
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■内 
■対 
は
次
の
と
お
り
。

臼
年
金
所
得
…
収
入
が
年
金
の
み
、

ま
た
は
給
与
お
よ
び
年
金
の
両
方
の

あ
る
人
で
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
」
の
な
い
人
の
還
付
申
告
に
つ
い

て
（
医
療
費
控
除
の
説
明
も
あ
り
ま

す
）。

渦
医
療
費
控
除
…
収
入
が
給
与
の
み

で
「
医
療
費
控
除
」
を
受
け
る
人
の

還
付
申
告
。

胸
持
参
す
る
も
の
（
相
談
会
、
説
明

会
共
通
）
…
筆
記
用
具
、
電
卓
、
印

鑑
、
源
泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
・
地

震
保
険
の
控
除
証
明
書
、
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
支
払

金
額
の
分
か
る
も
の
、
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
な
ど
、「
医
療
費

義
の
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の
。
な
お
昨
年
の
申
告
書
の
控

え
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
・

個
人
課
税
部
門
）。

※
電
話
は
自
動
音
声
で
案
内
し
ま
す
。

音
声
案
内
に
従
い
、「
2
番
」（
税
務

署
）
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
」
ま
た
は
「
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
」（
医
療
費
は
集
計
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
）
な
ど
還
付
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
書
類
、
申
告
者
名

　
給
与
所
得
者
、
年
金
受
給
者
を
対

象
に
税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談

会
を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
こ
の
相
談
会
で
は
、
書
面
に
よ
る

申
告
書
の
作
成
も
で
き
ま
す
が
、
補

助
者
の
付
き
添
い
に
よ
り
、
簡
単
に

パ
ソ
コ
ン
で
の
申
告
書
の
作
成
と
提

出
（
送
信
）
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■対 
給
与
所
得
者
（
医
療
費
控
除
・
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
・
年
末
調
整
未
済
）、

年
金
所
得
者
の
人
（
土
地
、
建
物
お

よ
び
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る

場
合
は
除
く
）。

碓伺 
2
月
　
日
俄
～
3
月
　
日
俄
の
確

17

17

定
申
告
期
間
中
の
市
内
会
場
は
、
市

職
員
の
み
の
対
応
と
な
り
、
ま
た
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ

の
相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
へ
の
混
雑
状
況
の
問

い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
書
申
告
説
明
会
で
は
、

講
義
形
式
に
て
確
定
申
告
書
の
記
載

方
法
の
説
明
を
行
い
、
自
書
記
載
に

 税
理
士
に
よ
る
所
得
税
確
定
申
告
書
の
無
料
申
告
相
談
会
お
よ
び
自
書
申
告
説
明
会

平成25年分

 相
談
会
、説
明
会
を
利
用
し
て
早
め
の
申
告
を

 ご
利
用
く
だ
さ
い

成
田
税
務
署
・
確
定
申
告
書
作
成
会
場
 

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復

25

興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
・
個
人
消

費
税
の
確
定
申
告
書
作
成
・
提
出
会

場
を
開
設
し
ま
す
。

■時 
2
月
3
日
俄
～
3
月
　
日
俄
・
午

17

前
9
時
～
午
後
5
時
（
受
け
付
け
は

午
後
4
時
ま
で
）。

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
除
く
。

2
月
　
日
蚊
お
よ
び
3
月
2
日
蚊
の

23

は
開
場
し
ま
す
。

■場 
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
2
階
イ
オ
ン

ホ
ー
ル
（
成
田
市
ウ
ィ
ン
グ
土
屋

　
）。
24

※
車
で
の
来
場
の
場
合
、
午
前
9
時

か
ら
　
時
ま
で
は
、
立
体
駐
車
場
3

10

階
連
絡
通
路
か
ら
入
る
2
階
「
C
」

入
口
が
専
用
口
に
な
り
ま
す
。

※
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
京
成

成
田
駅
前
か
ら
は
6
番
の
り
ば
（
バ

ス
）
か
ら
千
葉
交
通
バ
ス
に
乗
車
し
、

「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
店
」
で
下
車

し
て
く
だ
さ
い
。

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
の
あ
い
だ
は
、

職
員
が
交
代
で
対
応
す
る
た
め
、
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
窓
口
が
な
い
た
め
、

午後1時～

４時

午前10時～

正午
会　場期　日

税理士による無料相談
（１３日・１４日はパソコン
活用による無料相談）
※パソコンを使えない人
も利用できます。

イオンモール
千葉ニュータウン
３階イオンホール

（中央北）

2月10日俄
2月12日我～

2月14日画

胸無料申告相談会胸

※入退場自由。受け付けは午後3時30分まで。

胸自書申告説明会胸
午後1時～

４時

午前10時～

正午
会　場期　日

②医療費控除①年金所得
ふれあいセンター
いんば３階会議室

（美瀬）
1月29日我

※講義形式で行うので、開始時間までに集合してください
（途中入退場は不可）。また、満席になり次第受け付けを終了
する場合がありますので、ご了承ください。

防災メール

 防災行政無線無料テレホンサービス 

▲ QRコードも
利用可です

　
税
務
署
に
行
か
な
く
て
も
、
自
動

計
算
で
便
利
な
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提
出

（
送
信
）
で
き
ま
す
。

　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

な
ど
は
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し

て
送
信
す
る
こ
と
で
、
提
出
ま
た
は

提
示
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
（
法
定
申
告
期
限
か
ら
5
年
間
、

税
務
署
か
ら
書
類
の
提
出
ま
た
は
提

示
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）、
還
付
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
が

短
縮
さ
れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。
　
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
①

電
子
証
明
書
、
②
I
C
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
ー
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
準
備
が
間

に
合
わ
な
い
人
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告

書
な
ど
の
デ
ー
タ
を
印
刷
し
て
、
郵

送
な
ど
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o

.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

e

-

T
a
x
（
国
税
電
子
申
告
）で
カ
ン
タ
ン
申
告
 

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
と
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要

で
す
。

　
市
で
は
、
平
日
来
庁
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
上
表
の
と
お
り
市
民

課
・
印
旛
支
所
市
民
福
祉
課
を
開
庁

し
、
取
得
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

碓伺 
申
請
の
際
、
本
人
確
認
と
パ
ス

ワ
ー
ド
設
定
を
行
い
ま
す
。
必
ず
申

請
者
本
人
が
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
必
要
な
も
の
…
①
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
官
公
署
が
発
行

し
た
顔
写
真
付
の
証
明
書
（
有
効
期

限
内
の
も
の
）、
②
写
真
付
住
基

カ
ー
ド
を
希
望
の
場
合
は
、
写
真
一

枚
（
上
半
身
、
無
帽
、
正
面
、
無
背

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を
、

e-

T
a
x
（
所
得
税
電
子
申
告
、
納

税
）
を
利
用
し
て
行
う
人
が
近
年
増

え
て
い
ま
す
。
利
用
す
る
に
は
、
住

e-

T
a
x
を
使
い
た
い
人
は
…
？

胸日程表胸
時間日程場所

午前8時30分
　　～午後3時2月1日臥

市役所
市民課 午前8時30分

　　～午後2時3月1日臥

午前8時30分
　　　～11時2月15日臥

印旛支所
市民福祉課
（美瀬）

※手続きに時間を要するため、いずれも申請は
　各終了時刻までとします。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
税
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
納
税
証
明
書
は

発
行
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
成
田
税
務

署
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
提
出
し
よ
う
と
す
る

申
告
書
に
つ
い
て
納
税
証
明
書
が
必

要
な
場
合
、
申
告
書
を
提
出
す
る
前

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
上
記
期
間
中
、
成
田
税
務
署
内
に

は
、
確
定
申
告
書
作
成
会
場
は
設
け

て
お
り
ま
せ
ん
。

■問 
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5
1
）。

※
 電
話
は
自
動
音
声
に
て
受
け
、

必
要
に
応
じ
担
当
者
が
お
答
え
し
ま

す
。

し
た
人
は
、
本
年
に
そ
の
有
効
期
間

が
満
了
と
な
り
ま
す
。
効
力
が
失
わ

れ
る
と
、
再
度
電
子
証
明
書
の
申
請

（
更
新
手
続
き
）
が
必
要
で
す
。

　
す
で
に
電
子
証
明
書
を
取
得
し
、

今
年
e-

T
a
x
を
利
用
す
る
人
は
、

ご
自
分
の
電
子
証
明
書
の
有
効
性
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
有
効
性
の
確
認

は
、「
公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.jp
k
i.g
o

.jp
/

）」
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
」

の
中
で
確
認
で
き
ま
す
。

■問 
市
民
課
住
民
記
録
班
（
緯
内
線
2

3
4
・
2
3
7
）。
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加
し
、
賑
わ
い
を
増
し
て
い
ま

す
。
　
市
の
農
政
課
に
よ
る
と
「
こ

の
催
し
も
、
現
在
の
会
場
に
な

り
、
は
や
6
回
目
。
市
民
の
み

な
さ
ん
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
、

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
開

催
に
は
各
団
体
や
お
店
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
、
み

な
さ
ん
の
地
元

に
も
い
ろ
い
ろ

な
特
産
品
が
あ
る
ん
だ
、
と

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
」
と
の
こ
と
。

タ
ー
く
ん
：
お
腹
い
っ
ぱ
い
！

も
う
食
べ
ら
れ
な
い
よ
。

マ
ナ
ち
ゃ
ん
：
お
土
産
も
た
く

べ
い
を
食
べ
よ
う
よ
。

マ
ナ
ち
ゃ
ん
：
そ
う
ね
。
わ
あ
！

見
て
見
て
、
あ
っ
ち
で
餅
つ
き
を

し
て
い
る
わ
。
あ
そ
こ
に
は
大
人

気
の
「
み
そ
ピ
ー
唐
揚
げ
」
も
あ

る
わ
よ
！

タ
ー
く
ん
：
本
当
だ
！
ど
こ
か
ら

見
る
か
迷
っ
ち
ゃ
う
ね
！

　
ど
う
や
ら
二
人
と
も
初
め
て

「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
り
」に
来
た

よ
う
で
す
。
印
西
を
代
表
す
る

「
地
産
地
消
」
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
、

　
以
上
の
団
体
・
店
舗
に
よ
る
テ

50ン
ト
が
並
び
、
野
菜
や
工
芸
品
な

ど
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に

も
畳
職
人
や
刃
物

研
ぎ
の
実
演
、
自

衛
隊
の
隊
員
募
集

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
、

日
本
赤
十
字
の

「
献
血
バ
ス
」も
参

 い
ん
ざ
い
の
産
物
大
集
合
外

 「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ
り
」
見
て
 歩
記
 

あ
る
き

広報レポーター： 深堀   哲夫 （内野）
ふかほり てつお

思
ほ
え
ず
松
虫
寺
の
名
を
見
付
く
紅
葉
を
尋
ね
し
近
江
の
寺
に

小
林
大
門
下
　
品
村
　
葉
子

夕
暮
れ
て
川
の
べ
あ
ゆ
む
か
た
は
ら
に
枯
葦
群
の
し
ろ
じ
ろ
つ
づ
く

大
　
森
　
　
　
小
島
　
綾
子

八
本
の
上
り
列
車
が
あ
る
の
み
の
根
室
の
駅
に
海
猫
の
鳴
く

小
倉
台
　
　
　
村
越
　
博
茂

町
内
の
防
災
訓
練
に
集
ま
れ
る
人
ら
か
の
日
の
震
災
語
る

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

秋
の
逝
く
色
濃
き
紅
葉
足
止
め
て
か
す
か
に
聞
こ
え
く
る
虫
の
声

　
木
　
刈
　
　
　
堀
江
　
博
子

み
ち
の
く
の
空
の
匂
ひ
の
林
檎
剥
く

若
　
萩
　
　
　
宮
崎
　
倫
子

秒
刻
む
早
さ
に
冬
の
入
日
か
な

滝
　
野
　
　
　
田
波
　
章
子

辛
抱
と
楷
書
で
書
く
や
十
二
月

美
　
瀬
　
　
　
中
西
　
峯
子

お
 点
前
 の
静
寂
乱
し
炭
爆
ぜ
る

て
ま
え

滝
　
野
　
　
　
山
﨑
　
勝
義

大
寒
や
夜
一
合
の
米
を
研
ぐ

内
　
野
　
　
　
宮
川
　
太
郎

　
北
総
有
数
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

「
 B
I
G
  

ビ
ッ
グ

 H
O
P
 ガ
ー
デ
ン
モ
ー

ホ
ッ
プ

ル
印
西
」
の
広
大
な
駐
車
場
。　11

月
2
日
、
こ
の
駐
車
場
に
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
、
今
日
は
年
に
一
回
、
一

日
だ
け
の
「
い
ん
ざ
い
産
業
ま
つ

り
」
で
す
。

　
…
お
や
、
来
場
者
の
中
に
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
ね
。

タ
ー
く
ん
：
マ
ナ

ち
ゃ
ん
、
見
て
ご
ら

ん
。
ウ
サ
ギ
の
ふ
わ

ふ
わ
ド
ー
ム
が
あ
る

よ
！
あ
そ
こ
で
遊
ん

だ
ら
、
い
ん
ザ
イ
君

と
写
真
を
撮
っ
て
、

印
西
名
物
の
お
せ
ん

掲載情報は12月24日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
師
走
に
し
て
は
、
暖
か

く
穏
や
か
な
天
気
の
中
、

木
下
万
葉
公
園
（
木
下
1

9
4
4
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

開
園
は
比
較
的
新
し
く
、

平
成
　
年
。
広
さ
約
2
万

17

5
千
平
米
、
高
低
差
　
m
、

17

丘
陵
を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
公

園
で
す
。
市
役
所
前
か
ら
東
へ

1
娃
ぐ
ら
い
進
む
と
、
こ
ん
も

り
と
し
た
森
が
見
え
て
き
ま
す
。

近
づ
く
と
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
な

ど
所
々
に
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
交
差
点
を

左
折
す
る
と
公
園
の
南
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
着
き
ま
す
。

　
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
公
園

の
頂
上
へ
は
、
斜
面
に
作
ら
れ

た
階
段
と
帯
状
に
蛇
行
す
る
ス

ロ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
ス
ロ
ー

プ
は
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー

で
も
上
が
る
こ
と
が
で
き
、
道

沿
い
に
は
、
公
園
の
名
前
に
も

な
っ
て
い
る
万
葉
植
物
（
万
葉

集
に
詠
ま
れ
て
い
る
植
物
）
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
入
り
口

に
は
、
赤
黒
い
小
さ
な
実
が
球

状
に
集
ま
っ
た
「
サ
ネ
カ
ズ
ラ

（
古
名
：
さ
な
か
づ
ら
）」、
中

腹
に
は
、
黄
色
い
丸
い
実
が
沢

山
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
大
き
な

木
「
セ
ン
ダ
ン
（
古
名
：
あ
ふ

ち
）」、
頂
上
近
く
に
は
、
た
く

さ
ん
の
ド
ン
グ
リ
を
落
と
し
て

い
る
巨
木「
ス
ダ
ジ
イ（
古
名
：

し
ひ
）」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
植
物
の
根
元
に
は

一
つ
一
つ
プ
レ
ー
ト
が
立
て
ら

れ
て
い
て
、
古
名
（
万
葉
名
）

と
現
代
名
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ

て
い
る
歌
が
一
首
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
園
内
に
は
草
本
類
　27

種
、
木
本
類
　
種
、
竹
笹
類
4

65

種
の
計
　
種
が
植
栽
。
春
か
ら

96

夏
に
か
け
て
の
花
の
咲
く
時
季

に
プ
レ
ー
ト
を
見
な
が
ら
歩
く

と
楽
し
み
が
倍
増
し
そ
う
で
す
。

　
頂
上
の
「
　
万
年
の
丘
広

10

場
」
に
は
、
利
根
川
が
一
望
に

望
め
る
展
望
台
や
フ
ジ
　
本
か

10

ら
な
る
巨
大
な
藤
棚
、
サ
ト
ー

ハ
チ
ロ
ー
作
詞
の
「
木
下
音

頭
」
歌
碑
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

広
場
か
ら
西
側
の
階
段
を
下
り

る
と
国
指
定
天
然
記
念
物
「
木

下
貝
層
」
が
間
近
に
見
ら
れ
る

さ
ん
買
っ
ち
ゃ
っ

た
。
ま
た
今
年
も

絶
対
来
よ
う
ね
！

　
お
や
、
さ
っ
き

の
二
人
も
大
満
足

の
ご
様
子
。
ど
う

や
ら
「
い
ん
ざ
い

産
業
ま
つ
り
」
の
新
し
い
フ
ァ
ン

が
増
え
た
よ
う
で
す
ね
。

　
ま
だ
、
来
た
こ
と
の
な
い
み
な

さ
ん
、
今
年
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
二
人
の
よ
う
に

楽
し
め
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

貝
層
見
学
場
所
も
。
こ
こ
で
見
ら

れ
る
貝
化
石
は
お
よ
そ
　
万
年
前

10

に
海
底
に
積
も
っ
た
も
の
だ
そ
う

で
、
悠
久
の
時
を
感
じ
ま
し
た
。

　
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
都
市
整

備
課
の
河
内
さ
ん
、
稲
村
さ
ん
に

よ
る
と
「
3
月
に
河
津
桜
、
6
月

に
は
ア
ジ
サ
イ
の
花
が
咲
く
な
ど
、

四
季
折
々
の
植
物
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
園
内
の
清
掃
は
業
者
委
託

で
す
が
、
公
園
を
愛
す
る
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
、

一
度
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

広報レポーター：
　 阿部    純 （小倉台）

あべ じゅん

木下万葉公園

▲冬の装いの公園南エントランス（左）
と万葉名が書かれたプレート

当日は約3万人の来場
で賑わった「いんざい産
業まつり」の会場

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①柔道着 ②印西しおん幼稚園体操服一式 ③プリンタ用詰め替えインク④プリ
ンタ用インクカートリッチ⑤シングルベッ ⑥犬の洋服  ⑦船穂中学校女子制服・
ジャージ⑧スキー服（女性用）⑨パンツプレス  ⑩インクジェットプリンタ用イ
ンク７色（１千円）⑪千葉商科大学付属高校制服。

①ロックミシン②大森小学校の体操服③印西中学校の女子用制服と運動着④し
おん幼稚園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）
⑤天神幼稚園男児、女児制服、ブラウスなど⑥犬用乳母車⑦補聴器。

カット：深堀氏

▲展望台（左）からはスカイツリーが見える
こともあります。右は木下貝層の見学場所

葛
四
季
折
々
の

花
が
美
し
い
公

園
で
す
（
写
真

は
初
夏
の
こ
ろ
）
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